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グリーン電力証書の追加性に関する補足資料 

-クリーン開発メカニズム（CDM）・共同実施（JI）・主な VER認証基準の追加性- 
 

(１) CDMにおける追加性評価 

京都議定書 12条に基づく CDMプロジェクトは、排出枠の設定されていない非附属書 I国に
おいて附属書 I国が実施するものである。CDMは、附属書 I国が非付属書 I国で得た排出枠
により自国の排出枠を増加させることができるメカニズムであるため、その排出枠を生み出す

CDMプロジェクトには、厳格に追加性を実証・評価することが求められている。 
現在、登録済みである CDMプロジェクトの多くは、追加性を実証するために CDM理事会が
承認した追加性の実証・評価ツールに基づいて審査されている。このツールでは、CDM プロ

ジェクトの追加性を財務分析又は障壁分析及び普及度分析から評価しており、プロジェクトの

追加性が厳しくチェックされる。追加性の実証・評価ツールの概要を図 1 に示す。 
 

ステップ1： 提案するプロジェクトの代替シナリオ
（現在の法律・規制に合致するもの）の特定

ステップ3： 障壁分析
提案するプロジェクトの実施を阻害する障壁（ただし
その障壁は、少なくとも１つの代替シナリオは阻害し
ない）を特定する。特定された障壁が確かに存在し顕
著であることについて、透明性を持った文書による証
拠を提示し、これらの証拠書類の保守的な解釈を行
う。提案するプロジェクトの実現を阻害する障壁を、
CDMが取り除かない場合、そのプロジェクトは追加的
ではない。

ステップ2： 投資分析
提案するプロジェクトについて、CERの販売収入がな
ければ、ステップ１で特定された少なくとも1つの代替
シナリオと比べて、経済的又は財務的に魅力が劣る
ことを示す

ステップ4： 普及度分析
提案するプロジェクト類が、関連する部門・地域で、既にどの程度普及して
いるかを分析し、ここまでの追加性テストを補完する。

提案されているCDMプロジェクトは追加的である

ステップ2 もしくはステップ3を選択

 
図 1 追加性の実証・評価ツールを用いた追加性証明の流れ1 

 

(２) JIにおける追加性評価 

京都議定書 6条に基づく JIは、排出枠が設定された国同士が協力して実施するプロジェクト
からクレジット（ERU）が発行されるものであり、この 2国間でクレジットを取引しても2国間の総排
出枠の量は変わらないが、ＪＩプロジェクトがなかった場合に比べて排出削減又は吸収増大が追

加的でなければならない。こうした JIでは、ERUの発行をホスト国が決める方式（トラック 1）、そ

                                            
1 IGES（2008年）図解 京都メカニズム 8.0版を元に作成 
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してホスト国が京都メカニズム参加資格を有していない場合の方式（トラック 2）がある。 
トラック 2では、CDM と類似した手順で ERUが発行されることとなる。この場合は、CDM と同
じくベースラインの設定及びモニタリング計画の策定等を行い（CDMの方法論を使用することも
可能）、JIプロジェクト設計書（JI-PDD）を作成することになる。また、CDM と同じく設定したベー
スラインと比較してプロジェクトが追加的であることを証明する必要がある。 

 

(３) VCS等の民間団体が策定・運営する VER認証基準の追加性評価等 

① 追加性の実証・評価 

VER認証基準の特徴の 1つとしては、プロジェクトのホスト国を非附属書 I国に限定してお
らず、附属書 I 国や京都議定書を批准していない米国でのプロジェクトも対象としていること
が挙げられる。代表的な認証基準は、いずれの場合もプロジェクトベースでベースライン＆ク

レジット方式でクレジットを発行する方法であり、CDM もしくは JIのトラック 2 方式に類似した
方法（CDMの追加性の実証・評価ツールも使用可能）であると言える。 
ただし、CDM と同じ追加性の実証・評価ツールを使用したとしても、その評価結果を判断

するのが CDM と同じ組織（CDM理事会）ではないため、結果として CDM と同じ基準で判断
されているか比較検討するのは難しい。この点について、世界自然保護基金（WWF）が公表
した認証基準の評価報告書2では、代表的な VER認証基準である Gold Standard、Voluntary 
Carbon Standard（VCS）、VER+の追加性の実証方法への評価が行われており、代表的な
VER 認証基準の追加性の実証・評価について、CDM と比較しても遜色ないと評価されてい
る。 

② その他 

追加性の実証以外の手順についても、VCSや VER＋の認証手順は基本的には CDMに
準じている。実際に取引されているクレジット価格も、前述した報告書によると VCSや VER＋
で 5～15€/t-CO2 となっていることから、VER認証基準には一定の評価が与えられていると考
えられる。 
 
 

以  上 
 

                                            
2 Kollmuss A. et al.（2008）Making Sense of the Voluntary Carbon Standard: A Comparison of Carbon Offset Standard 


